
問
　
鴻
巣
市
は
合
併
後
、
鴻
巣
地
域
・
川

里
地
域
の
ご
み
は
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組

合
で
処
理
を
行
い
、
吹
上
地
域
の
ご
み
は

彩
北
広
域
清
掃
組
合
に
お
い
て
処
理
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
両
施
設
と
も

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設
の
建
て
替

え
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
す
る
に
は
、

埼
玉
県
が
示
し
た
一
日
当
た
り
の
処
理
量

と
、
そ
れ
に
見
合
う
施
設
と
す
る
必
要
が

あ
り
、
現
在
の
広
域
行
政
の
枠
組
み
で
は

不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
感
情
と
し
て
も
三
地
域
の

ご
み
処
理
は
同
じ
施
設
で
扱
っ
て
欲
し
い

と
望
む
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
私
の
考
え
る
ご
み
処
理
施
設
で
す
が
、

あ
く
ま
で
も
ご
み
の
適
正
処
理
・
効
率
的

処
分
を
前
提
と
し
た
第
二
次
埼
玉
県
ご
み

処
理
広
域
化
計
画
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お
け
る
ご
み
処
理
人
口
が

30
万
人
以
上
、
一
日
当
た
り
の
焼
却
能
力

が
3
0
0
ｔ
以
上
を
意
識
し
つ
つ
、
そ
の

基
準
を
ク
リ
ア
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
構

成
市
町
の
枠
組
み
を
決
め
て
か
ら
、
見
通

し
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
平
成
20
年
12
月
、
世
界
的
不
況
の
影

響
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
を
理
由

に
、
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
し
た
。
今
回

の
施
政
方
針
に
も
「
困
難
に
直
面
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
市
の
行

っ
て
い
る
行
財
政
運
営
は
い
か
が
な
も
の

か
？
福
祉
分
野
・
各
種
団
体
の
補
助
金
カ

ッ
ト
を
行
う
一
方
で
、
計
画
に
は
な
か
っ

た
歴
史
民
俗
資
料
館
や
中
央
図
書
館
移
設

に
多
額
の
急
な
予
算
を
投
資
し
て
い
る
。

今
現
在
の
本
市
の
行
財
政
運
営
を
見
て
い

る
と
、
合
併
後
非
常
に
資
金
豊
か
な
街
に

し
か
見
え
て
な
ら
な
い
。本
市
は
い
つ
、財

政
非
常
事
態
宣
言
を
終
結
し
た
の
か
伺
う
。

答
　
大
幅
な
税
の
減
収
や
財
政
調
整
基
金

の
減
少
な
ど
、
今
後
の
市
の
財
政
運
営
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
発

し
、
様
々
な
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
今
現
在
、
我
々
を
取
り
巻
く
経
済
情

勢
は
一
時
の
危
機
的
状
況
か
ら
は
脱
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
で
あ

り
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
増
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
増
を
見
込
み
、
引
き
続
き
財

政
非
常
事
態
宣
言
す
る
こ
と
な
く
予
算
編

成
を
終
了
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
今

後
終
結
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
合
併
後
期
の
平
成
22
年
度
か
ら
向
こ

う
5
年
間
の
現
行
の
新
市
建
設
計
画
に
総

合
的
な
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
健
全

財
政
の
下
で
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

財
政
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
適
正
配
置
を
含
む
施
設
の
再
配
置
計

画
を
立
て
る
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
新
市
建
設
計
画
を
策
定
し
た
平
成
17

年
3
月
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、

社
会
環
境
・
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
財
政
計
画
の
見
直
し
は
必

要
で
す
。
平
成
22
年
度
を
合
併
後
期
5
年

の
ス
タ
ー
ト
の
1
年
と
位
置
付
け
、
今
後

も
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

施
策
別
戦
略
的
・
重
点
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

15
事
業
に
お
け
る
未
着
手
・
検
討
中
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
着
手
の
時
期
・
事

業
内
容
な
ど
の
検
討
を
加
え
、
計
画
的
に

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
合
併
特
例
事
業

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
同
時
に
公
共

施
設
全
体
の
あ
り
方
や
再
配
置
計
画
に
お

け
る
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
検
討
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
の
財
政
的
裏

付
け
に
つ
い
て
は
、
毎
年
策
定
す
る
実
施

計
画
に
位
置
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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問
　
本
市
の
太
陽
光
発
電
設
置
事
業
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
　
こ
の
度
、
埼
玉
県
の
地
域
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
補
助
金
を
活
用
し
、

本
庁
舎
2
階
屋
上
に
太
陽
光
発
電
施
設
を

設
置
し
ま
す
。
市
役
所
を
訪
れ
た
方
か
ら

も
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
目
視
で
き
る
よ
う
、

ロ
ビ
ー
に
モ
ニ
タ
ー
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

発
電
量
な
ど
が
分
か
る
よ
う
な
電
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

広
く
市
民
に
対
し
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

理
解
い
た
だ
き
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て

も
活
用
し
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
行
動
の
重
要
性

や
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
改
築
中
の
吹
上
中
学
校
に

お
い
て
も
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す

る
方
向
で
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
生
徒
へ

の
環
境
学
習
の
教
材
と
し
て
も
大
変
有
用

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
太

陽
光
発
電
施
設
の
家
庭
へ
の
設
置
を
加
速

さ
せ
る
た
め
に
、
国
・
県
の
補
助
制
度
に

併
せ
て
本
市
で
も
新
た
に
新
年
度
か
ら
、

太
陽
光
発
電
を
一
般
個
人
住
宅
に
設
置
す

る
市
民
を
対
象
に
、
そ
の
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
考
え
で
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

問
　
太
陽
光
発
電
等
に
お
け
る
補
助
は
。

答
　
太
陽
光
発
電
施
設
は
約
2
8
0
万
円

の
設
置
費
用
を
要
し
、
国
・
県
の
補
助
金

を
活
用
し
て
も
な
お
新
築
の
場
合
で
2
0

0
万
円
以
上
の
費
用
が
必
要
で
す
。
た
だ

補
助
金
活
用
が
特
定
の
市
民
に
偏
重
さ
れ

て
し
ま
う
懸
念
が
残
る
た
め
、
対
象
者
を

拡
大
し
て
相
応
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
が
見

込
ま
れ
る
高
効
率
給
湯
機
器
に
つ
い
て
も

補
助
金
対
象
機
器
と
し
ま
す
。
太
陽
光
発

電
が
１
Ｋ
Ｗ
当
り
2
万
円
で
上
限
5
万
円
、

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
が
１
台
当
り
3
万
円
、
エ

コ
ジ
ョ
ー
ズ
が
2
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
新
築
・
既
存

を
問
わ
ず
一
般
住
宅
と
な
り
ま
す
。

問
　
市
道
Ａ
‐
１
0
0
4
号
線
工
事
は
。

答
　
当
該
市
道
の
渋
井
橋
周
辺
の
拡
張
工

事
は
、
主
要
地
方
道
鴻
巣
川
島
線
の
Ｊ
Ｒ

踏
切
部
分
の
平
面
拡
幅
工
事
が
完
成
し
ま

す
と
、
交
通
量
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
通
り
か
ら
渋
井
橋
ま
で
の
区
間

の
道
路
幅
員
は
5
・
2
メ
ー
ト
ル
か
ら
6

メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
近
隣
の
工
場
へ
通
勤

す
る
歩
行
者
や
自
転
車
、
北
鴻
巣
方
面
へ

の
車
等
で
混
雑
し
、
危
険
な
状
況
で
す
。

工
事
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度
の
完

成
を
目
途
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
長
は
平
成
22
年
度
施
政
方
針
で
公

共
施
設
の
適
正
配
置
と
整
備
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
。

本
市
に
は
小
・
中
学
校
の
建
物
を
除
き

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
が
31

施
設
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
公
共
施
設
全
体

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
組
織
と
、
そ

の
期
間
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
公
共
施
設
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
全
庁
的
な
立
場
か
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
検
討
期
間
は
施
設
に
よ
っ

て
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
検
討
す
べ
き
も
の
ま
で
あ
り
、

一
概
に
期
間
を
定
め
て
検
討
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
市
長
は
平
成
22
年
度
で
自
治
基
本
条

例
制
定
に
向
け
た
取
組
み
を
本
格
化
す
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
条
例
制
定
に

向
け
、
条
例
の
な
か
に
議
会
の
役
割
等
の

条
文
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
　
地
方
議
会
は
二
元
代
表
制
で
あ
り
議

会
側
で
検
討
い
た
だ
け
る
内
容
も
充
分
に

尊
重
し
な
が
ら
、
自
治
基
本
条
例
の
目
的

で
あ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
「
豊
か

で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
年
間
収
入
2
0
0
万
円
以
下
で
暮
ら

す
人
の
割
合
（
貧
困
率
）
は
15
％
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
で
み
る
と
鴻

巣
市
で
は
、
１
万
8
千
人
が
2
0
0
万
円

以
下
で
暮
ら
し
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

今
私
ど
も
へ
の
生
活
相
談
も
深
刻
で
す
。

長
期
入
院
で
医
療
費
が
払
い
続
け
ら
れ
な

い
。
夫
婦
10
万
円
の
年
金
で
は
と
て
も
暮

ら
し
て
い
け
な
い
。
介
護
保
険
の
利
用
料

が
と
て
も
高
く
て
施
設
に
入
れ
ず
老
老
介

護
を
し
て
い
る
な
ど
「
命
の
沙
汰
も
金
次

第
」
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」

を
終
結
す
る
な
ら
ば
、
介
護
保
険
料
、
国

保
税
を
引
き
下
げ
、
昨
年
度
、
紙
オ
ム
ツ

代
助
成
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
削
っ
た
福

祉
予
算
を
復
活
す
る
事
を
求
め
ま
す
。

答
　
国
保
税
は
、
22
年
度
か
ら
リ
ス
ト
ラ

や
倒
産
で
失
業
し
た
方
に
は
軽
減
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
保
税
・
介
護
保
険

料
は
制
度
の
中
で
負
担
の
軽
減
が
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
市
独
自
の
軽
減
策
を
と
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
21
年
度
「
財
政
非

常
事
態
」
を
契
機
に
事
業
の
見
直
し
及
び

廃
止
を
し
ま
し
た
が
、
紙
オ
ム
ツ
代
助
成

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
に
つ
い
て
は
現

行
の
と
お
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

答

鴻

創

会

�
公

明

党

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

�

鴻

創

会

�
公

明

党

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

�

公

明

党

�
地
球
温
暖
化
対
策
と

環
境
型
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

7

鴻

創

会

�

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
2121
�

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

�
鴻

創

会

�

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
2121
�

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

太
陽
光
発
電
に
よ
る
高
効
率
給
湯
機
器

補
助
と
市
道
拡
張
工
事
は

鴻

創

会

�

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

社

会

民

主

党

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

�

鴻

創

会

�

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

社

会

民

主

党

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

�

社

会

民

主

党

�

施
設
配
置
、
整
備
の
検
討
組
織
と
期
間
は

自
治
基
本
条
例
制
定
、
議
会
の
位
置
付
を

鴻

創

会

�

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

日

本

共

産

党

�

鴻

創

会

�

公

明

党

�

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

一
人
会
派
ク
ラ
ブ�

ク
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
21
�

社

会

民

主

党

�

日

本

共

産

党

日

本

共

産

党

�

日

本

共

産

党

�

国
保
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
市
民
負
担
の

軽
減
と
削
っ
た
福
祉
予
算
の
復
活
を

答 問答 問

答 問

答 答 問問

問

 鴻巣議会だより18号  10.4.30  11:00 AM  ページ7


